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システム計画のためのシステム要求分析手法
"PPDS”の開発
Planning Procedure to Develop SYStemS､､PPDS'`

計算機応用システムの開発で,システム利用部門の拡人,要求の多様化,問題の

複雑化などに伴い,システムに対する要求をまとめることが雉Lくなっている｡顧

客ニーズの発掘から,システムへの要求仕様の明確化までを,定形的に,かつ効率

よく行なわせる手法PPDSを開発した｡

要求,問題点の抽出を促進するのに｢関与者利吉関連蓑+を,断片的な要求,問

題点からシステムの目的に関する全体構造を浮き彫りにするのに｢目的手封木+を手淫

入するとともに,この階層構造化を支援するツ【ルPPDSシステムを開発した｡本

PPDSにより,顧客ニーズを的確にシステム要求仕様へ反映することができるとと

もに,要求分析の工数が約うーに,また計画期間は約÷～一主に短縮される｡

u 緒 言

計算機応用システムの開発で,システム要求分析が重要で

あるとの認識が高まっている｡システム利用部門の拡大,要

求の多様化,問題の複雑化などに伴い,開発目的が十分つか

みきれない,真の課題の摘出が難しい,関与者間の利害の調

整に手間どるなど,システムに対する要求をまとめることが

難しくなっている｡その結果,計画が長期化するだけでなく

経営トップ,利用部門(エンドユーザー)双方の要求がシス

テムに十分反映されず,開発中に手戻F)が生ずる,更には開

発したシステムが十分利用されない,といった結果を生ずる

ことが少なくない｡

従来,この種の検討には,ブレーンストーミング法,KJ

法などが用いられている｡しかし,これらの■方法では,多数

の関与者からの多様な要求を十分抽出･整王翌しきれない,ま

た,属人的ノウハウに依存する面が強く,結果の質が二取りま

とめ者,分析者の能力に極端に左右されるという問題をもっ

ている｡また,近年,システム要求分析をより定型的に行な

わせるための手法が各種提案されている1ト3)が,システム具

備機能の明確化に主眼が置かれており,要求,問題点の発掘,

目的の明確化などに対してほとんど配慮がなされていない｡

上言己の問題を解決するため,関与者利害関連表と目的樹木

を基本に,システム要求分析をより効果的に行なわせる手法

PPDS(Planning Procedure to Develop Systems)4)を開発

した｡PPDSは,利用部門の参画のもとに,システム要求分

析を体系立てて行なわせる標準手順と,各関与者からの多様

な要求を目的才封木の形に階層的に整理するのを支援するツー

ルとで構成されている｡

臣I PPDSによるシステム要求分析の考え方

目的樹木は,目的,要求,問題点などに関する項目を,目

的一手段の関係により,階層構造に表現したものである(図

1)｡システムの目的をこのような寸封木二状に轄理することによ

り,全体目的(トップの方針･意向を反映)と利用部門での

具体要求との関連がビジュアルに示され,要求,結果に対し

て各関与者のコンセンサスを得やすい,問題点の優先順位づ
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けが的確に行なえるなどの効果があり,一最近,システム要求

分析に利用され始めている｡その結果,もっと容易にこのH

的ヰ封木を作る方法を望む声が高まっている｡この要求を与も体

化するためには,次のような課題を解決することが必要であ

る｡

(1)多数の利用部F-■1での多様な要求,問題点を断片的なもの

も含めて容易に引き出せる｡

(2)問題範囲の設完三が適切に行なえ,議論の発散や偏りを防

げる｡

(3)問題点や要求の相互の部分的な関係を与えるだけで,こ

れら多数項目間の全体構造(目的体系)を浮き彫りにする｡

(4)目的に関する全体構造が明らかになるにつれ,各関与者

の王里解が増し,種々改良提案(項目の追加,削除,相互関係

の修正など)がなされる｡この歩自繁に起こる修正を効率よく

行なえる｡

ニれらの課題を解決するため,PPDSでは,意見の抽出を

促進する｢関与者利害関連表+,項目相互の部分的な関係から

全体構造を構築する構造化アルゴリズムHSA(Hierarchical

StructuralAnalysis),大規模なグラフの作成,佗正がマン

マシン性高く行なえる計算機対話形構造化支才菱システム(PP

D Sシステム)を開発した｡

2.1関与者利害関連表

関与者利害関連表は,システムの目的樹木の作成に先立つ

問題発掘の方法として提案したものである｡マトリックスの

横軸に対象システムに関連する部Pl】を,縦軸にこのシステム

の個々の機能を与えている(表1)｡この真の作成は,司会者

の下に10名足らずのメンバMが,ブレーンライティングと同

じように問題点,あるいは要求をRA(RequirementAnalysis)

カードと呼ぶ名刺人のカードに記入し,それを関連表の該当

する筒所に当てはめる｡メンバーは各関与者の立場からシス

テムの各機能に対して問題,要求を提起すればよく,手法に

ついての知識は必要としない｡この関与者利害関連表は,各

分野の代表者からの問題提起を促すだけでなく,得られた結

果に基づいて問題の範匪lの設定が行なえ,同時に目的手封木を

*

日立製作所システム開発研究所工学博士
**

日立製作所システム開発研究所
***

日立製作析ソフトウェア工場

21



868 日立評論 VOL.62 No.】2い980-12)

総合経営効率の向上

期 間 短 縮

設計変更手配

期間の短紹

手配の承認

期間の短編

手配の優先

順住処 理

部品番号設定

の 迅 速 化

部品番号設定

は直接設計
から行なう｡

設計書頬一

覧表の表示

図I 目的樹木の例

汝:略語硯明 印PくElectro坤Data Proo令5Siq宅)

業務の簡素化

設計 粟 覇

の 簡 素 化

設計変更手配

業務の簡素化

部品番号設定

業務の簡素化

部品番号設定

の 自 動 化

部品番号管理

のE D P 化

部品表作成

の容 易 化

部品表修正用

書類の削減

部品表処王里

の 容 易 化

部 品 表

の一元管理

部品表作成に

おける手書き
項 目 削 減

旧部品表を

画面上で修正

送付先要求表

作成の自動化

設計変更の影

響を受ける部
署の 把 塩

適 用

製品を自動的
に 把 握

図面要不表

作成の自動化

送付ドキュ

メント作成･
仕訳の容易化

図面要式表

作成時期の
自 動設 定

関与者利害関連表により抽出Lた項目を,目的【手段の関係で階層的に表示Lたものである｡

作成するに足るだけの問題点が摘出されたかの判断に利用す

ることができる｡

2.2 階層構造化アルゴリズム"HSA”

HSAは,項目1対ごとの順序関係を与えると,全項目の順

序関係をド皆層的に表わすアルゴリズムで,サイクルなどを含

む複雑な構造も処理できる｡HSAによる目的樹木の作成のた

めには,ただ,抽出された項目1対ごとに,目的一手段の関

係の有無を検討しさえすればよい｡後は,その結果をHSAが

処理し,全体の階層構造図(目的樹木)が出力される｡

表l 関与者利害関連表の例 横軸に部署を,縦軸にシステムの機能

をとり,抽出された項目を適切な位置にとどめたものである｡この間達衰を用

いることにより,項目の抽出が促進される｡

関与者

機能

設 計 図面管理 生 産 資 材

仕様設定
●部品の共用

化を考える｡

●設備変更を

少なくするり

設 計

●部品表がす ●部品表の- ●加工順序を ●新:呪採用部

ぐに入手で 元管理 配慮した設 晶の削i成

●部品単価の

きる｡

●兼頁似部品の

検索の容易

化

●類似部品検

索に適した

部品表構成

●部品単価の

計

●部品単価が 入った部品 メンテナン

すぐに入手

できない｡

表構成 スの徹底

設計変更

●部品表作成 ●送付ドキュ ●採用決定時 ●手酉己の精度

業務の簡素 ノ ント 作 期の伝達を 向上

化 成･仕訳業 徹底する｡

●部品表の妥 務の簡素化 ●部品表の楕

当性チェッ ●部品番号設 度を向上し

手 配 クを強化す

る｢

●部品番号設

定の迅速化

定業務をな
くしたい｡

てはLい｢

工 務

●設計書輯送 ●採用決定時 ●一次単価発

付のデイリ

一処理

期の精度向

上

●採用決定時

期の早期化

注の削減

●部品図面の

早期入手

｢

その他

そ の 他
●信頼設計の

徹底
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図面部数の

自 動 把 握

資材手配菓務

の 簡 素 化

手 配 の

精度 向 上

部品名言安定

の質の向上

部品名設定の

一元 管 理 D

2.3 計算機対話形構造化支援システム5)■`ppDS●'システム

PPDSシステムの構成を図2に示す｡システムの目的に関

する全体構造をビジュアルに表示するため,複数回にわたる

煩雑な修正作業をより効率よく行なわせるため,また大規模

なグラフの分析をより効果的に行なわせるなどのため,上記

の構造化アルゴリズムHSAを基本に,PPDSシステムは次に

述べるような機能をもっている｡

(1)階層構造図表示機能

理解しやすい階層構造図を出力するため,高度の項目配置

アルゴリズム,配線アルゴリズムを備えている｡グラフィッ

クディスプレイへの表示には,構造図の全体を把手屋するため,

項目を3桁の記一号で表示する全体表示モードと,項目を50文

字のキーセンテンスで表示する詳細表示モード(図3)の二通

りの表示モードがある｡また,要検討部分を分かりやすく示

Mシリーズ計昇徴
集板
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会 話 処 王里

;畠ロ㌔ロ○
アル ゴリ ズム

＼
RAカード

作 図･表 示

負
修正･分割･統合

ファ イル機能
H8844GD

H9415VDT

HT5214

l

l
X-Yプロッタ

注:略字観明 M-シリーズ計算機(日立汎用コンピュータH汀AC Mシリーズ),

RAカード(Req山rement Analysjsカード).VOS(〉ertua=)p8ra!lng Syst8m),

TSS(タイムシェアリングシステム),GD(グラフィックディスプレイ).

VDT(ビデオデータターミナル)

図2 PPDSシステムの構成 目的樹木の作成を支援するシステムで

あり,マンマシンインタラクティブに日的1封木を効率よく作成できる｡



区13 グラフィックディスプレイへの且的樹木の表示 各項目が

50文字のキーセンテンスで表示される｡

すため,指定された項目の関連部分を強調表ホする機能をも

っている｡

(2)構造図帽正機能

項目の追加,削除,統合,分携り及び関連の迫力‖,削除を端

末から谷易に行なうことができる｡

(3)階層構造図の分割統合機能

大規模なグラフでは要検討部分だけを抜き出したり,グル

ープ単位での分析結果を,全体としてまとめるための統合機

能をもつ｡PPDSシステムでは,1サブシステム当たり最大

150項目までの処理が可能である｡

(4)ファイル機能

分析途中あるし､は完成したR的樹木のデータは,ファイル

に格納できる｡これによ-),複数回にわたる分析作業を支援

できる｡

同 PPDSによるシステム要求分析の方法

PPDSでは,前述の関与者利害関連表,構造化アルゴリズ

ム(HSA),構造化支援システム(PPDSシステム)を有機的に

組み合わせたシステム要求分析の手順を与えている｡これに

より,システム要求分析を定型的に,また効率よく実施する

ことができる｡以下に,手順(区14)と適用結果について述べ

関与者利害関連表
の 作 成
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項目1対 こ と
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システム計画のためのシステム要求分析手法``ppDS''の開発 869

る｡

(1)準備

テーマ,臼標,作業方針,日程の設1王及びメンバー,リー

ダー,記王様者の選定,治具の準備が必要である｡図2にホす

ように,RAカード,黒板,亡汁算機,端末などを準備する｡

(2)項目摘出

関与者利害｢莫=垂表により問題の枠組みを明確にし,抽糾し

た項目を関連表の該当する箇所に当てはめていく｡ある杜怯

項目が埋まると,関連表を次の観点から見【自二し,項目の追加

を行なう｡

(a)関与者別の項目数に偏りがあるとき,空いている部分

を重点的に検討する｡

(b)他の関与者の欄にある項目で,自分にかかわりあいの

あるものを見いだし,自分の立場から検討を行ない,項目

を追加する｡

(c)｢その他+の欄に項目が多数ある場合,新Lい関与者あ

るいは機能を設二右して,全体を見泊二す｡

表1ほ,ある量産工場での｢設計･生産管理士授システム

の開発+をテーマにした関与者利害関連表である.⊃

(3)項臼の関連づけ

項目の関連づけを谷易化するために,まず袖山した項F]を,

幾つかのサブグループごとに検討できないかを調べる｡二れ

が可能であれば,それぞれ個別に黒板上でカ【ドを用いて関

連づけを行ない,サブブル【プごとの目的一対木を作成する√)

次いで,これら目的樹木間で項目の関連の有無を検討する｡

サブグルー70に分けられない場合は,最初から仝二項目につい

て1対ごとに関連の有無を検討する｡

(4)目的寸封木のな引詞

上記(3)の関連づけの結果を,PPDSシステムに入力し,目

的‡封木の全体図を得る｡目的寺封木は,当初から良いものが行

られることはまずあり得なし㌔ 項目相互の関連がビジュアル

に示されて初めて項目の抜け,関連のおかしし一部分の発見が

促される｡修正はキーボードから容易に行なえる｡

(5)H的一対木のまとめ

目的樹木の克之終結果は,Ⅹ-Yプロ､ソタにi莫′子二女じりの日本

語で見やすく出力される｡これをEDP(Electronic Data

Processing)部門,利用部門の艮,会社幹部などに掟ホして,

意見をもらう(匡11)｡

適
用

製

図面

図面到着実績

設計書頬

送付要式表

の 作 成

送付先･部数

設計魯頬

送付要求表

送付先管王里
送付要求

図面催促

送付要求表

図面 管 理

区

分

回春

図面(コピー)

内

作

外
作

設計 書 類,

図面のセット･

配 布

設計者類

図面

送

付

予

定
日

送付日程管玉里

区14 目的樹木作成手順 関与者利害関連表,

目的樹木及び階層構造化アルゴリズムHSAの有機的な 図5 業務機能情報関連図の例 機能相互間の情報の授受関係を表わLたものであり,二れを作

組み合わせにより,目的樹木の作成を行なう｡ 成することにより,システムに具備すべき機能,情報が明確にされる.1
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も
図 面

設計書 顆

図 面

設計 書 規
◆･･-

図

設計書 頬,

図面のチェック
と 承 認

D

書規 管 壬聖

設計書特一覧

設 計 書 頬

送付要束表
の 作 成

図面催促

送付予定日

l

図面管理

宴l
ー

l送付依矩表
→

設計書頬

部数 ■

l送付要式 .

送付先

送付先管理 (コピー部数)

=土√図面到着実績

送付日程管理 送付依頼表 内作･外作管理

図面(コピー)

送付依頼表

設計書類.

図面のセット
配 布

図 面

設計 書 頬

部 品 表 -

(
一

風面(外作)

解さ央すべき課題が明確にされると,以下次のようにして,

システムに対する要求什様を明確にすることがでる雪)

(a)業務機能情報関連L周の作成

システムのサブ機能を明確にL,サブ機能ごとに目的†封

木からの課題をまとめる｡個々のサブ機能ごとに,二れノブ

課題を満たすよう,機能情報関連l宴ほ展開する(匡15)｡こ

れにより課越実現のために必要な機能要素,及び情報が明

確にされる｡

(b) 業務処理フロ【何の作成

__L記の機能情報関連図の個々の機能,怖報に,`実施部署,
EDP化の安否,伝送媒体を剖I)当て,業務処理フロー図を

作成する(匡16)｡

巴 PPDSによる効果

本千法はこれまでに十数社への適用実績があり,適用顧客

から,意外な筒所に真の問題があることを見いだし,これま

での計画を抜本的に見直した,幹部に目的樹木そのものを用

いて.説一明し,開発の介意をその場で得た,二れまでi替在して

いた意見が権々山てきた,EDP部門と利用部門との共通の言

語ができた,などの意見を椎々得ている｡

PPDSの分析効率向上の向からの寄与を,二れまでの適用

00

50

(
瓜
･
Y
)
葡
H
琳
塔

声
･
ソ
/
‥

0

業作
PPDS

注:O PPDS

X 手作業

100 200 300 400

項目数

注:略語説明 PPDS(Pbn=川g Procedure to Develop Systems)

図7 PPDSの効果 PPDSの適用により,項目数100個の場合,分析の

工数が約-とにタ豆縮される｡
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図6 業務処王里フロ

ー図の例 組織での

実際の業務の7売れを表

わLたものであり,業

務機能情報関連区lの機

能,情報に部署,EDP化

の要否,伝送媒体を割

り当てることにより作成

され,EDPシステムの仕

様が明確に定義される.,

例をもとに言平価したものを図7にホす｡項目数100程度の比

較的′ト規模の対象で,人手による場合に比べて工数が約-をに,

項H数200の場ナナには,約-をに削減される｡また,これまで

は,人手では困雉であった数百の項目から成る問題もPPDS

では処理できる｡システム計画期間もPPDSにより約-を～÷

に乍豆縮される｡

B 結 言

問題の発掘からシステムの要求什様の明確化までを体系的

に実施する手順,文枝ツールの開発を行なった｡二れまで,

属人的ノウハウに依存する面の強かった部分をう主型化し,よ

り効栄的に行なうことを可能にした｡本PPDSは,ソフトウ

ェアエンジニアリングの計画レベルでの標準手順,ツールと

して,システムエンジニアに提供されている｡

終わりに,PPDS適用顧客各位から,適用結果について貴重

な御意見,御感想をいただき,本研究をよr)実りの多いものに

することができた｡また,ソフトウェア開発の質と効率の向

_Lを目指Lた社内プロジェクト"HIPACE''(High
Productive

Application Creation and Engineering)ト札埴の方々から柁

梓御上托をいただいた｡二こに卜.言己関係各†よに対して探謝の

怨を表わす次第である｡,
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